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この度、組織活性化委員会の委員長を引き受けるこ
ととなりました。私が組織活性化委員会に所属するの
は、今回が初めてです。私自身、実際にどの程度、貢
献できるかは全く不明ですが、せっかくのご縁があっ
て引き受けたことですので、副委員長の先生方や委員
の先生方のお力を借りながら、精いっぱい務めさせて
いただきます。よろしくお願いいたします。
組織活性化委員会は、親睦団体である友新会の活性

化を図ることを目的としています。
これまでの私自身の友新会への参加態度は、「会費

は払うが口は出さない」「（やんごとなき筋から？）依頼
された仕事は（諦めて？）引き受ける」というあまり褒
められたものではありませんでした。しかし、多分、
私のような参加態度は多くの会員に共通するもので、
いわゆるサイレント・マジョリティーであろうと思っ
ています。
今年度の友新会の会員数は700名を超え、来年は
120周年を迎えるとのことです。
このように多数の会員には、老若男女、様々な経歴

の弁護士がおり、所属事務所の弁護士や事務職員の数
もまちまち、子育てや親族の介護中の会員もいれば、
日々の仕事に邁進している会員、ゴルフ活動に燃えて
いる会員など、各会員の友新会への参加の熱意や友新
会の活動への期待は様々であると思います。
また、一人の弁護士であっても、仕事を継続してい

く中で、独身で仕事や会務活動に集中できる時期もあ
れば、結婚・子育て・看病・介護などで仕事に割く時
間さえ限られる時期もあり、同じ弁護士であっても友
新会との距離が近づいたり、遠のいたりすることがあ
ると考えます。
今年は、特に、これまであまり友新会の活動に興味
や関わりを持たなかった、様々なサイレント・マジョ
リティー会員の方に、私自身の実感や経験も生かしな
がら、そして副委員長の先生方のお知恵も借りながら、
「会派って悪くないかも。結構いいかも。」と思ってい
ただく、ひいては「ちょっと参加してみようかな。」と
いう気持ちになっていただく、最終的には「出席しま
す」と回答していただく、ことを目標に活動していき
たいと考えています。
今年1年、どんな切り口で何を提供できるかは、未

知数ですが、何卒よろしくお願い申し上げます。


